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　春の全国交通安全運動期間（４月６日～４月15日）に合わ
せ、佐川警察署と高知県交通安全協会佐川支部、高吾北地区地
域安全協会は、平成29年４月10日（月）にサンシャイン佐川店
で交通安全キャンペーンを実施しました。
　キャンペーンには佐川高校生徒会からも６名が参加し、買い
物に訪れた方々に啓発グッズを配付しました。
　今年３月末までの県内で発生した交通事故は479件で、昨年同
期より48件減少しています。
　交通事故による死亡者数は10名で、昨年同期より３名減少し
ていますが、高齢者の死者数は６名と全死者数の半数以上を占
める傾向が続いています。
　交通ルールとマナーを守って、交通事故死ゼロを目指しま
しょう！

～お住まいの地域での安全安心まちづくり活動を紹介します～

【佐川地区】高校生ボランティアと交通安全を呼びかけ

　住む人にとっても訪れる人にとっても、安全で安心
して暮らすことのできる地域社会を築くため、高知県
では「高知県犯罪のない安全安心まちづくり条例」を
定め、条例に基づいた取組を総合的、計画的に進める
ために、５か年の「高知県犯罪のない安全安心まちづ
くり推進計画」を定めています。
　第２次計画が平成28年度で終了したことから、この
ほど、第３次計画を策定しました。計画の期間は、平
成29年度から平成33年度までです。

■第３次計画の重点目標
①　県民の防犯意識を高め、県民、事業者、地域活動団体に
　　よる自主的な活動を促進する。
②　県民、事業者、地域活動団体、行政の連携を強める。
③　高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する。
④　犯罪の抑止に配慮した生活環境の整備を促進する。
⑤　南海トラフ地震等の大規模な災害に対応した防犯対策を
　　推進する。

　計画の詳しい内容は、高知県のホームページで公開してい
ますので、ぜひご覧ください。
【高知県犯罪のない安全安心まちづくりのページ】
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/141601/anzenan
shin-index.html

　高知県では、県民のみなさまの防犯に関する意識や安
全安心まちづくりの気運を高めるための広報活動などで
活用するポスターを、児童・生徒のみなさんから募集して
います。

「第３次高知県犯罪のない
安全安心まちづくり推進計画」を

策定しました！

安全安心まちづくりポスター募集

■募集期間
　平成29年５月１日（月）から11月６日（月）まで（必着）
■応募資格
　高知県内の小学校、中学校、高等学校に在籍する児童・生徒
■応募方法
　安全安心まちづくり担当者（下記連絡先）までご連絡をお願
　いします。また、高知県のホームページ内にも掲載しています。
■高知県犯罪のない安全安心まちづくりのページ　
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/141601/anzenanshin-index.html
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高知県消費者教育推進計画を策定しました！
（平成29年度～平成34年度）

高知県消費者教育推進計画を策定しました！
（平成29年度～平成34年度）

　県では、被害に遭わない自立した消費者（自ら気づき、判断し、行動することができる消費者）
にとどまらず、よりよい社会の発展に寄与する消費者を育成するために、市町村や学校教育、関係
団体など様々な主体との連携・協働のもと、消費者教育を総合的、体系的に推進していくことを目
的として、今年３月に「高知県消費者教育推進計画」を策定しました。

　商品やサービス、取引方法の多様化、情報化やグローバル化の急速な進展のもとで、悪質化、複雑化する
消費者トラブルを未然に防止するためには、消費者自らが合理的な意思決定を行い、被害を回避する能力を
育むことができるよう、消費者教育を行うことが必要です。
　また、消費者が自らの消費行動が社会に与える影響を自覚し、大量消費、大量廃棄を見直すなど、公正か
つ持続可能な社会の形成に参画するためにも、消費者教育は重要な意味を担っています。

１　高齢者の消費者被害の防止
　　　高齢者の特性や高齢者が遭いやすい消費者被害の実態に即した注意喚起や情報提供を行うとともに、
　　地域の見守りネットワークの中でも消費者教育を推進します。

２　若者（高校生・大学生等）に対する消費者教育の推進
　　　成人になったばかりの若者は様々な消費者トラブルに遭いやすい傾向にあることから、自立した賢い
　　消費者を育成するため、若者への消費者教育を推進します。

３　消費者被害・トラブルを潜在化させないための取組の推進
　　　消費者トラブルや被害を防ぎ、潜在化させないために、事例等の情報提供や相談窓口の周知を行います。

４　インターネット利用に伴うトラブルへの対応強化
　　　スマートフォンやタブレット等、様々な情報通信機器が急速に普及し、新しいサービスが次々登場するな
　　か、インターネットの利用に伴う消費者トラブルに対応するために、消費者教育や最新の情報提供を行います。

クイズで学ぼう！お金のイロイロ（問い）
家計の行動に関する次の記述のうち、適切でないものはどれでしょうか。
①家計簿などで、収支を管理する 
②収入のうち、一定額を天引きにするなどの方法により、貯蓄を行う
③支払いを遅らせるため、クレジットカードの分割払いを多用する

高知県金融広報委員会は、中立公正な立場から、くらしに身近な金融に関する幅広
い広報・学習支援活動を行っている団体です。

Ｑ. 
知るぽるとＨＰ「金融リテラシークイズ」より
※金融リテラシーとは、“お金の知識・判断力”のことです。

TEL：088-822-011４答えは次のページ ⇒

計画の本文をご覧になりたい方はこちら⇒http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/141601/syouhisya-kyouiku.html

〒780－8570　高知市丸ノ内1丁目2番20号
TEL　088-823-9653（くらしネットkochi）　FAX　088-823-9879

088-823-9319（安全安心まちづくり）
 E-mail:141601@ken.pref.kochi.lg.jp

■くらしネットkochi編集・発行者
高知県文化生活スポーツ部県民生活・男女共同参画課

■安全安心まちづくりニュース 編集・発行者
高知県安全安心まちづくり推進会議

■お問い合わせ先
高知県文化生活スポーツ部県民生活･男女共同参画課

知るぽるとキャラクター
矢口百太（矢口家の次男）
やぐち ももた 高知県金融広報委員会
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消費者教育の必要性

重点的に取り組む施策
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